
令和６年４月１日 

令和６年度 京都府立乙訓高等学校学校経営計画【計画段階】 
 

学校経営方針（中期経営目標） 昨年度の成果と課題 本年度学校経営の重点目標 

１ 知・徳・体の調和のとれた人材

の育成と、めまぐるしい社会の変

化を前向きにとらえ、自分らしく

幸せな未来を創り出せるように主

体的に考え、感じて、判断し、行

動できる人材の育成に努める。 

 

２「京都府教育振興プラン」及び「学 

校教育の重点」を踏まえ、学習指導 

要領に即して創意・工夫した教育課 

程を編成し、地域社会と連携しなが 

ら、“よりよい学校教育を通じてより 

よい社会を創る“という目標を実現す 

る。 

 

１ 生徒・地域・保護者に信頼される

学校としての教育活動を展開する

ために、落ち着いて学習ができ、

部活動や学校行事にも安心して取

り組める環境づくりを行うことが

できた。 

 

２ 授業におけるＩＣＴの効果的な活

用方法の研修を行うことにより、

生徒が積極的に学習活動に参加す

るための授業を模索し、教員の授業改

善への意識がより一層高まった。 

 

３ 校内教職員連絡ツール、自動デジ

タル採点ソフトを導入し、学校の

ＤＸ化、教職員の働き方改革がよ

り一層前進した。 

 

４ 学校ホームページや Instagram、

PTAお知らせメール、Webアプリケ

ーションを活用し、日々の教育活

動を即時に発信することができ

た。通学圏の中学３年生にも、同

じように学校の情報を発信してい

く必要がある。 

 

５ 探究的な取組を充実させることは

できたが、生徒の主体性をさらに

醸成する取組の模索が必要であ

る。 

１ 普通科・スポーツ健康科学科において、豊かな学びの創造と確かな学力の育成を 

図るとともに、社会の変化を幅広く視野に入れ、将来の進路を見据えた学習活動・

行事等を計画・実践する。 

（1）基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着を図る。 

（2）授業改善を推進し、「主体的・対話的で深い学び」を実現することで、学びの質 

をさらに高める。 

（3）授業デザインプロジェクト（ＪＤＰ）や授業研究週間等を通じて教員相互の授業 

研究を推進する。 

（4）日常的にＩＣＴを効果的に活用するとともに、情報活用能力の育成を図る。 

（5）探究的取組の充実を図り、生涯にわたって学び続ける資質能力の育成に努める。 

（6）学習室（自習室）やクラウドの有効活用等を通して生徒の学習習慣の定着を図 

る。 

（7）全ての生徒が自己の存在を実感し、精神的に安心できる居場所づくりを推進す 

る。 

（8）生徒一人一人を大切にし、希望進路の実現に向けた取組を推進する。 

２ 学習・部活動・学校行事等を通じて豊かな心や創造性と健やかな体の育成を目指 

した教育の充実に努め、主体的に行動できる力を高める。 

３ 職業観、勤労観を育成するキャリア教育及び人権教育、情報教育の推進に努め 

る。 

４ 家庭や地域との緊密な連携を図るとともに、校内連携体制の充実に努め、「生徒・ 

保護者・地域から信頼される学校」づくりを一層推進する。 

(1) 一人一人が抱える個別の困難や課題に向き合い、「個性の発見とよさや可能性の 

伸長、社会的資質・能力の発達」に資する生徒指導を推進する。 

(2) 基本的な生活習慣を確立するための指導を推進する。 

(3) 規範意識の高揚に係る生徒指導を推進する。 

(4) 幅広く部活動の充実を図り、学校の活性化を推進する。 

(5) ボランティアへの参画等、地域社会にも貢献できる自主的な活動を推進する。 

(6) 開放型地域スポーツクラブ「おとくにクラブ」の活動を通じて、地域との連携 

を推進する。 

(7) 本校の魅力を十分に発信し、幅広く、本校志望者の増加を目指す。 



 

 

領 域 

 

重 点 目 

標 
 

  

具 体 的 方 策 

 

評 価 

 

成 果 と 課 題 

教 務 部 

組織的な校務運営

の推進 

時間割編成及び管理、定期考査運営、生徒在籍管理、科目登録・講座編成、教科書届出、指導

要録管理、基礎学力補充、学習指導資料(成績資料、シラバス等)の作成、入学者選抜などの所

管業務を適切に遂行する。 

    

校務システムの円滑な運用を推進し、成績、出欠管理、指導要録、調査書等、職員が能率よく業

務を遂行できる環境を整備する。 

 

新学習指導要領に

適した授業の推進

及び、基礎的・基本

的な知識及び技能

の習得 

基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着を図るため、学習習慣を身につけさせる。授

業研究週間や研修会等を通して授業改善を推進し、「主体的・対話的で深い学び」を実現するこ

とで、学びの質をさらに高める。 

   

成績不振生徒対象に定期考査前に「放課後学習講座」を効果的に実施し、成績不振者をさらに

減少させる。 

 

総務企画部 

広報活動の充実 本校HP及びインスタグラムのきめ細やかな更新を行うことで本校の取組を広く発信する。 

家庭との連携をさらに緊密にするために、アプリ等のツールを有効活用する。 

    

普通科、スポーツ健康科学科問わず本校の特色や、魅力、取組や生徒の活躍を発信し、中学生に本

校に対して興味・理解を得られるような広報活動を推進する。 

乙訓地域及び近隣の中学校への出前授業・中学校訪問や学校説明会を通して、本校を志望する生徒

の確保に努める。 

  

「総合的な探究の

時間」の学習・取組

の充実 

 

 

各学年・コースにおいて、ICTを活用した取組を取り入れる。生徒の情報活用の機会を積極的に増

やし、情報活用能力を育成しながら、「主体的・対話的で深い学び」の実現を図り，生涯にわたっ

た学び続けることのできる素養を身に着けさせる。 

   

学年・コースに応じた特色ある活動から、プレゼンテーションや文章表現などの情報発信能力を身

につけることで、生徒自身のキャリア形成の一助となるような取組を展開する。 



 

領 域 

 

重 点 目 標 
 

  

具 体 的 方 策 

 

評 価 

 

成 果 と 課 題 

生徒指導部 

個々に応じた生徒

指導と規範意識の

高揚 

個別の困難や課題がある中で、一人一人の生徒と向き合い、教職員間の情報共有を充実さ

せ、問題行動の未然防止に努める。また、学年部を中心に各分掌と連携をとり、社会的資

質・能力の発達を目指して生徒個々に応じた指導を行う。 

    

基本的生活習慣の確立として生活規律（遅刻、ネットモラル、身だしなみ）の指導や、自

転車を中心とした安全指導を行う。また、個性の理解や発見とともに生徒が安心して安全

に学校生活が送れるようにするための人権教育など、社会人として通用する規範意識の高

揚を図る。 

 

生徒会活動の充実

と部活動の活性化 

生徒会活動においては、毎週の定例会議を活用し、学校生活をよりよいものにしていける

よう、全校生徒の代表としての自覚ある活動を促す。また、一つ一つの取り組みの意義目

的を押さえながら、全校生徒が主体的に学校生活を送ることができる生徒会の育成に努め

る。 

   

部活動の入部率・定着率の向上、競技レベルの向上を図るとともに定期的なキャプテン会

議の実施によって部活動の意義を浸透させ、学校生活の規律やマナーの向上を図る。また、

ボランティア活動の広報など、課外活動の充実を図る。 

 

進路指導部  

進路実現に向けて

の取組 

進路目標を明確にするための自己発見を促す取組を通じて、自らの将来に明確なビジョンを持た

せるためのキャリア教育を推進する。面談や面接を通じて生徒一人一人のニーズに合った進路目

標の実現と、実現のための学習法を適切に指導する。 

    

探究活動で発表・作成したものを成果物として作成し、ICTを活用しながら昇華させ総合型選抜

や学校推薦型選抜でのプレゼンテーションや自己推薦書などの作成指導を行う。 

  

学力向上に向けて

の取組 

授業での学びと放課後の補習、自習室での自学自習を有機的に結びつけ、生徒一人一人の目標や

狙いに応じた個別最適な学力方法を提案し、実行させる。 

   

新学習指導要領に沿った入試初年度を迎える。進路指導方針を固め、実行して行くことで新入試

に対応できる対策を講じる。学外の各種説明会やセミナーに参加し、進路指導における最新情報

に基づいた進路指導を展開する。 

  

 



 

領 域 

 

重 点 目 標 
 

  

具 体 的 方 策 

 

評 価 

 

成 果 と 課 題 

図 書 部 

図書館の円滑な運営と

図書館教育の充実 

 

 

(1) 図書館利用者、来館者を増やすために、積極的に啓発、広報活動を行い、イベント

などを実施することで本や図書館への関心を高める。 

(2) 授業・行事・特別活動において、各教科・分掌との連携を深める。学びの質の向上

に資するため、特に、調べ学習におけるタブレット利用との円滑な連携を図る。 

(3) 蔵書の充実を図ると共に、公共図書館や他校の図書館等と連携し、必要な資料を貸

借することで、教育活動を支え、生徒の教養の育成を促す資料の充実を図  る。 

(4)コンピュータによる書籍管理・検索・貸出業務を実施する。 

    

図書委員会の充

実  

 

(1) 図書委員会活動を活発なものにし、読書週間等の行事の充実を図る。    

 

 

 (2) 図書館見学会・図書委員会交流会等、他校との交流や他校の取組から学べる機会に

積極的参加する。 

保 健 部 

心身ともに安心で

きる居場所づくり

のための保健に関

する知識・意識の

向上 

各種健康診断を計画に沿って実施し、生徒の実態に応じて、生徒自らが自身の健康の保持

増進を図ることができるようにする。また、保健だよりや各種研修・講演会を通じて、生

徒・教職員それぞれに対して、保健に関わる事項の知識の向上や啓発を図る。  

 

 

 

カウンセリングや特別な支援を必要とする生徒に対して、担任をはじめとする関係する教

職員や保護者等が連携を図り、困難を抱える生徒理解を推進し、適切な指導支援をおこな

う。また、カウンセリングが継続して必要になる生徒が出た場合には、必要機関とも連携

を取り、個に応じて該当生徒の成長につながる対応をする。 
 

 

学習活動の質を高

めるための校内環

境の美化・整備 

定期的に啓発をしながら、通常清掃や大掃除が効果的に行われるようにし、生徒と教職員

が一体となって、校内環境を美化・整備し、その状態が維持できるように努める。具体的

には、美化週間を各学期１回程度設定し、美化委員会で清掃の点検を行う。 
 

 

 

環境検査を学校薬剤師の協力を得て計画的に実施し、その結果に基づいて教室内の二酸化

炭素濃度の逓減など教育環境を整備する。 

  

 



 

領 域 

 

重 点 目 標 
 

  

具 体 的 方 策 

 

評 価 

 

成 果 と 課 題 

事 務 部 

高等学校教育の変

化に対応する教育

活動の促進と支援 

学校DX推進チーム、授業デザインプロジェクトによる新しい教育活動の形を具現化する取

組を、財務を中心とした専門領域の面から模索・促進する。 

    

授業改善を推進し、「主体的・対話的で深い学び」の実現するための取り組みをより実効

あるものとするため、担当分掌と情報を共有しながら、財務を中心とした専門領域の面か

ら支える。 

 

安心安全な学校生

活の確保 

在校時並びに卒業後の就（修）学を支援する施策を、タイムリーに、わかりやすく届ける

ことにより、生徒一人一人が学校生活に打ち込める環境を整える。 

   

日常的な点検や対策を通じた適切な施設管理と設備運営により、施設設備の不具合を起因

とする事故事象を未然に防ぐ。 

 

第１学年部 

高校生としてのふ

さわしい生活習

慣・学習習慣の定

着 

学習習慣を確立させるためにも、基本的な生活習慣を確立させる。そのために、日々の遅刻指導・

服装指導の徹底など、授業規律を守るよう指導する。 

    

朝学習、土曜活用、タブレット利用学習などを様々な角度で展開し、学習習慣を確立させる。 

進路実現に向け、模擬試験などを積極的に活用し２，３年次を見すえた指導を行う。 

  

学習・部活動・学校

行事を通じて主体

的に行動できる力

の習得 

ホームルーム活動・学校行事へ積極的に取り組むことで集団としての力をつける。集団の中での

自分の役割を自覚し、主体的に行動する力をつけさせるとともに、豊かな心や創造性と健やかな

身体の育成に努める。 

   

集団での生活を通し、自他ともに多様性を認め高めあう集団作りを行う。また集団の中での規範

意識の高揚に努める。 

  



 

領 域 

 

重 点 目 標 
 

  

具 体 的 方 策 

 

評 価 

 

成 果 と 課 題 

第２学年部 

豊かな学びの創造

と確かな学力の育

成及び希望進路の

実現 

 

授業を大切にし、しっかりと受ける姿勢を指導する。また朝学習や課題を提出させること

で家庭学習を行う習慣の定着を図るとともに希望進路の実現に向けた学力を育成する。 

    

定期的な面談、模試の返却時の指導、保護者、教科担当、部顧問等と連携し、生徒理解に

努めよりよい進路指導の充実を図る。 

また進路学習を定期的に計画し、希望進路実現へ向けての目標を明確にする。 

 

豊かな心や創造性

と健やかな体の育

成 

 

学校行事、HR活動、研修旅行、部活動、総合的な探究の時間などの取り組みを通して、リ

ーダーの育成及び一人一人が主体的に取り組む姿勢を支援し、中軸学年としての意識の高

揚を図る。また生徒間での協働作業を通し互いに刺激しあい、豊かな心を育む。 

   

家庭と連携をとりながら、安定した基本的生活習慣を確立させ、心身ともに健やかな集団

を育成する。 

 

第３学年部 

豊かな学びの創造

と確かな学力の育

成及び希望進路の

実現 

 

 

 

 

 

 

授業を大切にし、朝学習や進学補習・模擬試験などに主体的に取り組む姿勢を推奨し、希望進路

の実現に必要な学力の伸長を支援し、希望進路の実現を図る。 

    

進路指導部と定期的に会議を持ち、情報共有等連携を図り、生徒や保護者との面談を実施し、生

徒自身が選択する進路の方針を支援する。 

  

主体的に行動でき

る力と規範意識を

含めた社会的資質

の向上 

 

 

 

 

 

 

委員会活動やクラス活動においてリーダーを中心に主体的に活動することを支援し、最高学年と

して、質の高いパフォーマンスができるよう支援し、社会的資質の向上を図る。 

   

自分の将来の姿を常に意識させ、自覚のある行動を取ることで、高校生活の集大成と呼ぶにふさ

わしい学年集団を目指すことを支援する。 

   



 
 
 

領 域 

 

重 点 目 標 
 

  

具 体 的 方 策 

 

評 価 

 

成 果 と 課 題 

スポーツ 

健康科学科 

スポ－ツ健康科学

科の充実に向けた

取組の推進 

 

スポーツ健康科学科の学習内容と事業等について、より専門的な洗練された内容となるよ

う、その体系化を進める。 

    

専門科目の効果的な学習を展開し、将来の進路を見据えた学習内容を計画・実践し、スポーツ科学

や健康科学、社会学等に対する興味を深め、成果としての研究発表の質をさらに向上させる。また、

「おとくにクラブ」の活動を通じて、地域との連携を推進する。 

 

生徒一人一人の希望進路実現に向けた学力の向上・定着を図る。    

競技力向上を図り、重点種目にとどまらず、多くの種目で全国大会出場者を増加させる。  

 

学校運営協議会による評価  

 

 
 

 

次年度に向けた改善の方向性  

 


